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 １ 策定の主旨 

1 

 厚生労働省は全国の水道事業者に対し、将来にわたって安定的に水道事業を継続していくた

めの更新需要及び財政収支見通しの分析を行う「水道事業ビジョン」の作成を、また、総務省

からは人口減少、施設の老朽化が進む中で、将来にわたって安定的に事業を継続していくため

に、中長期的な視点から経営の健全化を実現するため「経営戦略」の作成を求めております。 

 このことから平成28年度に「水道事業ビジョン」と「経営戦略」を兼ねた千葉市水道事業中

期経営計画（計画期間平成28～32年度）を策定し、その計画に基づき事業を推進しております。 

 平成33年度からの新たな次期中期経営計画を策定するには、長期的な見通しを立てた計画が

必要なため、その基礎となる「千葉市水道事業長期施設整備計画」を策定することとしました。 

  

千葉市水道事業長期施設整備計画 
（計画期間2021年度～2050年） 

千葉市水道事業中期経営計画 
（2021年度～2030年度） 
（水道事業ビジョン） 

反映 

反映 反映 

  経営戦略(H26.8)   新水道ビジョン(H25.3) 

千葉市水道事業中期経営計画 
（平成28年度～平成32年度） 

（水道事業ビジョン） 

総務省 厚生労働省 



2  ２ 給水区域内人口の推計 

人口推計は、施設規模を決定するため行いました。 

推計の結果、現在保有している施設の能力を増強する必要がないことを確認しました。 

２０２１年度（計画初年度） 
 給水人口 約５．５万人 

2050 2021 

２０５０年度（計画最終年度） 
 給水人口 約４．４万人 
 初年度より約２０％減 

給水区域内人口 

（年度） 

（千人） 
給水区域内人口の推計 

※人口推計値については、 

「千葉市まち・ひと・しごと創生 

人口ビジョン・総合戦略」（千葉

市政策企画課）にて示されている

各区の人口推計値から算出 
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 ３ 現有資産と更新費用（法定耐用年数） 

総資産額 約３６６億円 

（平成２９年度末） 

建築

3.1%

土木

5.7%
機械

2.6%電気

5.3%
計装

5.4%
量水器

0.4%

管路

77.4%

現有資産額 
約366億円 

法定耐用年数で更新した場合の費用 

３０年間で約４２０億円（約１４億円／年） 

更新費用（法定耐用年数） 

更新費用（法定耐用年数）を試算しました。 

（億円） 

（年度） 

110億円 

83億円 
71億円 

82億円 
74億円 

34億円 

○法定耐用年数 

 地方公営企業法施行規則にて示されている有形固定資産

の減価償却費用算出に用いられる耐用年数 



4  ４ 実使用年数での更新 

更新費用（実使用年数） 

実使用年数で更新した場合の費用 

３０年間で約２３０億円（約８億円／年） 

（億円） 

（年度） 

52億円 

16億円 

22億円 

41億円 

54億円 
48億円 

○実使用年数 

 「簡易支援ツールを使用したアセッ

トマネジメントの実施マニュアル」

（厚生労働省）にて示されている更新

実績を踏まえた耐用年数 

工種
法定耐用
年数

実使用
年数

建築 50年 70年

土木 60年 73年

電気 7～15年 12～24年

機械 15年 18～26年

計装 10年 17～20年

量水器 8年 8年

管路 40年 60～80年
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 ５ 今後の検討内容 

各年度の更新費用が一定でない
ため、負担の増減が著しくなっ
ています。 
計画初年度（２０２１年度）の
更新費用は、既に実使用年数を
超過した資産が加算されており
ます。 

更新費用の平準化を検討 

費用の平準化 

平準化目標ライン 

（億円） 

（年度） 2050 

更新費用の平準化（実使用年数） 



6  ６ 施設更新の選定 

設備の更新 管路の更新(耐震化) 

影響度、異常発生リスクの双方で高い結果となった
施設（機械・電気・計装設備）について、優先的に
更新を行います。 

法定耐用年数を超えた管路は、重要路線（避難所等
と浄水場等を結ぶ管路）を重点的に更新(耐震化)を
行います。 



≪現況≫ ≪廃止後≫
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系統間連絡（予定）
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 ７ その他の取組み 

 土気浄水場は、１９６１年度に供用開始しており、２０３１年度には構造物（土木、建築）

設置後７０年が経過します。実使用年数までは修繕で対応し、約１０年後を目途に廃止します。 

土気浄水場から給水しているエリアについては、廃止後も十分な給水が行えるよう管路整備等

を実施します。 

系統の切替え 

上記エリアは、９８％を千葉県水道局から 
受水しております。 


